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０
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ぐ
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会
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会
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賀
会

祝
賀
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    ◇
開

催
日

時
；

２
０

１
８

年
１

２
月

０
１

日
(
土

)
 
1
7
:
3
0
～

2
0
;
1
0
 

◇
開

催
場

所
；

阿
須

賀
神

社
境

内
・

阿
須

賀
会

館
 

 

◇
会

 
費

；
男

性
；

五
千

円
、

女
性

；
四

千
円

。
 

◇
参

加
者
；
(
新

宮
市

)
玉

岡
憲

明
・
明

、
東

 
眞

澄
、
山

上
皓

一
郎
・
昌

子
、
 

豊
嶋

 
寛

、
玉

置
平

八
郎

、
木

下
嘉

彦
、

橋
本

 
梓

、
児

嶋
 

道
夫

、
沖

﨑
吉

信
、
濱

野
兼

吉
、
畑

林
清

子
、
大

江
加

予
子

・

徳
子

、
中

前
 

偉
、

松
本

 
良

・
邦

子
。

 

(
三

重
県

)
川

島
 

功
、
前

田
 

正
、
上

村
洋

司
・
和

美
、
真

砂

民
雄

、
山

川
治

雄
、

岩
本

信
行

、
竹

中
卓

治
、

奥
村

順
夫

 

高
階

鈴
子
・
美

根
子

。
(
東

牟
婁

郡
)
根

木
俊

明
、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
。

(
奈

良
県

)
乾

 
克

己
、

森
沢

義
信

、
榊

本
真

仁
。

 

(
大

阪
府

・
兵

庫
県

)
梶

野
照

雄
、

青
木

宏
充

、
三

井
幹

雄
、

 

野
崎

 
 

肇
、

大
門

健
一

。
 

 
 

 
 

 
 

 
４

０
名

。
 

 

一
昨

年
は

、
社

会
貢

献
支

援
財

団
・

日
本

財
団

の
「

社
会

貢
献

者
表

彰
」

受
賞

、
昨

年
は

東
真

澄
氏

の
卒

寿
と

山
上

皓
一

郎
氏

の
米

寿
、

今
年

は
山

彦

ぐ
る

ー
ぷ

行
事

二
千

回
達

成
と

３
年

続
け

て
慶

事
が

あ
っ

て
、

い
ず

れ
も

忘

年
会

を
兼

ね
て

阿
須

賀
会

館
で

の
開

催
と

な
っ

た
。

 

１
ヶ

月
程

前
に

皆
さ

ん
へ

案
内

を
発

送
。

早
々

に
玉

岡
、

東
、

山
上

、
玉

置
、

根
木

さ
ん

か
ら

出
席

申
出

が
あ

っ
た

、
加

え
て

奈
良

・
大

阪
方

面
か

ら

も
８

人
の

出
席

連
絡

が
あ

っ
て

、
総

員
４

０
名

で
の

開
催

に
な

っ
た

。
 

開
催

日
当

日
の

女
性

軍
の

皆
さ

ん
に

は
、

早
く

か
ら

そ
の

準
備

に
参

集
し

て
頂

き
お

礼
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

定
刻

１
７

時
３

０
分

、
全

員
で

の
集
合
写

真
の
後

、
沖

﨑
が
進

行
役

に
な

り
開

会
宣
言

。
 

 

 
 

 
 

 
玉

岡
相

談
役

と
略

同
期

の
東

さ
ん

も
参

加
 

 
 

 
 

 
 

開
宴

前
 

 

 
 

参
加

者
集

合
写

真
 



 2 

川
島
世
話

人
代

表
か

ら
配
布
資
料

(
別
紙

に
添
付

)
を
基

に
「
昭

和
４
９

年

４
月

に
「
山

を
歩

い
て
自
然

に
親

し
み

、
体
験

を
通

し
て
モ
ノ

を
考

え
よ
う

」

と
の
趣
旨

で
第

１
回

行
事

が
小
雲
取
越

え
で
実
施

さ
れ

、
月

に
１

～
２

回
近

郷
の

山
に
登
り

、
夏

に
は
ア
ル
プ
ス
等

へ
の
遠
征
登

山
を

し
て

い
ま

し
た

が
、

奥
駈
羽
衣

会
・

前
田
勇

一
翁

の
「
藪

に
埋

も
れ

た
太
古
ノ
辻
以
南

の
南

奥
駈

道
再
興

」
の
遺
志

を
引
継
ぎ

、
昭

和
５
９

年
６

月
に

第
１

回
千

日
刈
峰

行
が

行
わ

れ
、
こ

れ
以
降

の
行

事
は

、
南

奥
駈

道
整

備
主
体

の
活
動

に
な
り

、
行

仙
宿

・
平

治
宿

の
建
設

に
伴

い
敷
地
造

成
や

砂
利
等

の
資
材
荷
揚

な
ど

の
同

一
作
業

が
、
入
替
わ
り
立
代
わ
り
実
施

さ
れ

た
事

か
ら
枝
番

行
事

と
な

っ
て

い
ま

す
。

 
 

平
成

１
５

年
の

行
仙
宿

・
管
理
棟
竣
工

に
よ
り

、
南

奥
駈

道
の
基
礎
整

備

が
一
段
落

し
、

月
に
約

４
回

の
保
守
維
持
活
動

が
主
体

に
な
り

、
近

年
は
遠

征
登

山
が
復
活

し
て

い
ま

す
。

 

行
事

二
千

回
は

、
本

年
１

１
月

(
会
設
立
後
4
5
年

7
ヶ

月
)
に

達
成

し
、
延

二
万

四
千

八
百

人
が

行
事

に
参

加
し

て
下

さ
い

ま
し

た
。

平
均

す
る

と
月
約

４
回

の
行

事
が
実
施

さ
れ

、
１

回
に
延

1
2
名

の
参

加
に

な
り

ま
す

。
 

こ
れ

ま
で

参
加
ご
協
力

頂
い

た
故

人
や

皆
々
様

に
改
め

て
衷
心
よ
り
御

礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

当
ぐ

る
ー

ぷ
は

、
高
齢
化

し
つ
つ

あ
る
課
題
等

も
あ
り

、
新

た
な
視
点

で

取
組

ん
で

頂
き

た
く

、
世
話

人
代

表
を

川
島

か
ら

沖
﨑

吉
信

氏
へ
改
元

年
と

併
せ

て
交
代

・
引
継

ぐ
事

に
し

ま
し

た
。

皆
様

方
に

は
、
南

奥
駈

道
の
保
守

維
持
活
動

に
、
こ

れ
か

ら
も

一
層

の
ご

支
援
ご
協
力

を
お
願

い
致

し
ま

す
」

と
の
挨
拶

が
あ

る
。

 

発
足
以
来

玉
岡
世
話

人
代

表
(
相
談
役

)
は

、
行

事
の
都
度

そ
の
活
動
記
録

を
残

さ
れ
ベ

ー
ス

に
な

る
資
料

が
あ

っ
た

事
か

ら
、

平
成

２
８

年
１

０
月

の

「
新

宮
山

彦
ぐ

る
ー

ぷ
創
立

４
０

年
の
活
動

の
歩
み

」
の
統
計
的
資
料

に
続

き
「

年
度
別

行
事

回
数

と
延

参
加

者
」

の
統
計
資
料

を
作

成
頂

い
た

。
当

ぐ

る
ー

ぷ
に

と
っ

て
貴

重
な
資
料

い
や
貴

重
な

財
産

で
あ

る
。

そ
の
必
要

性
は

十
分

に
判

っ
て

い
て

も
実
際

に
作

成
す

る
こ

と
は
相

当
の
パ
ワ

ー
が

い
る

。
 

続
い

て
玉

岡
相
談
役

か
ら

「
体
力

の
衰

え
も

あ
り

日
頃

行
事

へ
の

参
加

も

出
来

ず
、
世
話
ば

か
り

か
け

て
申
訳

な
い

が
、
無
理
せ

ず
に
ボ
ツ
ボ
ツ
や

っ

て
頂

き
た

い
」

と
の
挨
拶

が
あ
り

、
乾
杯

も
玉

岡
相
談
役

の
発
声

で
宴

会
が

ス
タ

ー
と

し
た

。
 

 
 

 
 

各
自

自
由

に
着

席
 

 
 

 
 

進
行

役
の

沖
﨑

氏
の

開
会

宣
言

挨
拶

な
ど

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

世
話

人
代

表
挨

拶
 

 
 

 
 

 
 

資
料

参
照

に
挨

拶
を

聴
取
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資
料

参
照
に

挨
拶

を
聴

取
 
 

 
会

席
料

理
 

 
 

 
 

森
沢

義
信

氏
の

紹
介

 

 今
回
初
め

て
参

加
さ

れ
た

山
川

、
岩

本
、
野

崎
、
大

門
の

皆
さ

ん
又

、
久

々
 

に
参

加
さ

れ
た

奈
良

の
森

沢
さ

ん
、
榊

本
君

の
出

席
も

あ
っ

て
、
各

々
の
テ

ー
ブ
ル

は
話

で
盛

上
っ

て
い

た
。

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

開
宴

後
談

笑
で

盛
上

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

余
興

の
歌

始
ま

る
 

 

２
０

時
過
ぎ

に
お

開
き

な
っ

た
が

、
途

中
余
興

の
歌

の
時
間

も
あ

っ
た

が
、

飲
め
や
歌

へ
の
機

会
が
少

な
く

な
り

、
途

中
歌
詞

を
忘

れ
た
り

し
て

、
中
途

半
端

に
終

っ
て

し
ま

っ
た

。
歌

集
の

準
備

が
必
要
だ

っ
た

。
 

 
玉

岡
相
談
役

は
、
前

回
早
目

に
中
座

さ
れ

た
が

、
今

回
は
体
調

も
ご
機
嫌

良
か

っ
た
様

で
終
了
近

く
ま

で
在

席
さ

れ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 

新
・

旧
世

話
人

代
表

 
 

 
 

 
 

 
会

場
の

後
片

付
け

後
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
祝

御
祝

御
祝

御
祝
金金 金金

 

二
万
円

二
万
円

二
万
円

二
万
円
；

五
鬼
助

義
之

。
 

一
万
円

一
万
円

一
万
円

一
万
円
；
東
 

眞
澄

、
木

下
嘉

彦
、
森

沢
義

信
、
沖

﨑
吉

信
、
今

野
孝
祐

。
 

五
千
円

五
千
円

五
千
円

五
千
円
；

山
上

皓
一

郎
、

玉
置

平
八

郎
、

川
島

 
功

、
三

井
幹

雄
、

 

野
崎

 
肇

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
御
祝

御
祝

御
祝

御
祝
品品 品品
    

    
・
医
療
法
人
や

ま
び
こ

会
；
缶
ビ

ー
ル

１
箱
＋

清
酒

２
本

。
 

・
濱

野
兼

吉
；
缶
ビ

ー
ル

１
箱

。
 

・
畑

林
清

子
；
ビ

ー
ル
券

１
０
枚

。
 

・
大

門
健

一
；
ワ
イ
ン

１
本

。
 

 
・

川
島

 
功

；
か
ぶ

ら
寿

司
１
桶

。
 

・
大

江
加

予
子

；
富
有
柿

。
 

 
 

・
海

山
ぐ

る
ー

ぷ
；
虎

ま
き

。
 

 御
祝

を
頂

い
た

方
々

ま
た

、
遠
路

出
席

頂
い

た
方

に
厚

く
御

礼
申

し
上

げ

ま
す

。
又

、
来

年
も
何

か
慶

事
と
併
せ

た
忘

年
会

に
な

れ
ば

と
思

っ
て

い
ま

す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
沖

﨑
、
写

真
；

梶
野

・
川

島
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


